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和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所“北浜”で

過去6年間で最も早く出現したシ口ヘリハンミョウ（ハンミョウ科）
Earliest appearance of Cicindela ( Callytron) yuαsαi yuαsai Nakaneラ 1955 (Cicindelidae) at a 

瓦itahama beach of the Seto Marine Biological Laboratory, Kyoto University, at Shirahama Townラ
Wakayama Prefecture, Japan during these six years 

久保田 信

和歌山県白浜匝Iに所在する京都大学瀬戸臨海実験所の

月になると， 海岸性のシ口へリハンミヨウが， 1日当たり， 1 - 2頭初出現した（久保田， 2015a,

b）。 ただし 調査を開始した5年前の2011年には， ア月1日であり， 過去で最も遅い初出現日で

あった（久保田， 2015a）。 車線距離で、長さ400mほどの当該海岸で， ほほ毎日， 1回， 年間を通して

シロヘリハンミョウの出現頭数について調べているが， 今回も過去4年間と同様に6月に出現したの

で記録する。

2016年の初出現日：6月2日。 この記録は今迄で一番時期が早く， 頭数も最多の4頭であった。 こ

れまでは昨年の6月7日が最も早かったので， それを5日吏新した。 今後の動向を継続調査したい。

久保田イ言.2015a.和歌山県白j兵町に所在する京都大学瀬芦臨、滋実験所‘

ンミヨウ（ハンミヨウ科）• KINOKじNIラ（87) : 20. 

久保田イ言.2015b.和歌山県白j兵罰Iに所在する京都大学瀬戸臨海実験所

ンミヨウ（ハンミヨウ科）の出現期間. I丈I子m玄UNIラ（88) : 17. 

（くほた しん 苧649糊2211西牟婁郡白浜町臨海459

京都大学フィールド科学教育研究センタ一瀬戸臨海実験所）

16-


